
カーブミラー要否判定の指針（平成２６年６月改正） 

 

１ 主旨 

  この指針は、市民からのカーブミラー設置要望に対し、市担当者がその必要性につい

て同一の基準で公正かつ適切に判断するための目安として定めたものである。 

 

２ 要否判定の手順 

  次の二段階の安全確認を行い、左右の見通しを確認する。 

 

確 認 位 置 確 認 結 果 ミラー設置の必要性 判 断 例 

１ 
停止線 

(交差点手前) 

安全確認できる 必要性なし 判断例１ 

安全確認できない （交差点直近まで前進し判断） ― 

２ 交差点直近 
安全確認できる 必要性低い 判断例２ 

安全確認できない 必要性高い 判断例３ 

 

（交通量による修正判断） 

  判断例２の場合において、次の２点を満たす場合は、設置の必要性が高いものとする。                  

（判断例４） 

 

  ◎交通量が多く速度の速い道路（速度規制 50 ㎞/h 以上）と交差する。 

  ◎交差点直近から見通せる距離が、次の長さに満たない。 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

３ 配意事項 

（１）道路脇の植物や冬季間の雪壁による視界不良を理由とする設置要望については、植

栽管理や除雪作業、道路改良等による対応を含め、設置の要否について総合的に検討

する。 

（２）カーブミラーは、交差点における安全確認に際して補助的な役割を果たすものにす

ぎず、道路の形状がどうであれ、目視による安全確認が基本であることをよく理解し

て要否判断にあたる。（判断例５） 

（３）いわゆる「赤道」や私道であっても、通り抜けができる場所または袋小路でもその

道路の利用戸数が３戸以上もしくは公共施設がある場所は検討対象とする。 

 

通過車両の速度 必要な見通し距離 備 考 

 

時速５０㎞以上 

 

 

55.6ｍ 

 

◎秒速 

  ５０㎞/h…13.9ｍ 

  ６０㎞/h…16.7ｍ 

 

◎右左折の所要時間 

  ４秒 

 

時速６０㎞以上 

 

 

66.8ｍ 

 



参考資料 

 

【要望受理から設置までのフローチャート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

停止線 

（交差点手前） 
安全確認できる 必要性なし 

安全確認できない 

交差点直近まで前進 

（車線まで概ね 1.5ｍ地点） 

 ※ボンネットの長さを想定 

安全確認できない 

必要性高い 

車両前部が車線にはみ出さ

ずに安全確認できる 
必要性低い 

◎ ５０㎞/h 以上の交通量の多い道路と交差 

◎ 交差点直近から見通せる距離が 

  ５０㎞/h…５５．６ｍ   

  ６０㎞/h…６６．８ｍ   に満たない 

必要性高い 

（判断例１） 

（判断例２） 

（判断例３） 
（判断例４） 

要望受理 

 

申出内容の検討 

 ◎いわゆる「赤道」や私道でも、通り抜けができる場所または袋小路

でもその道路の利用戸数が３戸以上もしくは公共施設がある場所。 

 ◎植物・雪壁等による見通し不良については、植栽管理・除雪作業・

道路改良等による対応を含め、設置の要否について総合的に検討。 

◎交差点における安全確認の基本は目視。 

カーブミラーは補助的な役割にすぎない。 

◎道路形状が特殊な場合も同様である。 

             （判断例５） 

カーブミラー 

設 置 

※ ◎秒速 

50 ㎞/h…13.9ｍ 

60 ㎞/h…16.7ｍ 

  ◎右左折の所要時間 

   ４秒   

現地確認 



【判断例１の図解】 

 

建物などがないため交差点の見通しがよく、カーブミラーの必要性がない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【判断例２の図解】 

 

停止線（交差点手前）では安全確認できないが、交差点直近まで前進すれば安全確認でき

るためカーブミラーの必要性が低い場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

停止線（交差点手前）

で安全確認できる 

  

  

 

交差点直近まで前進することで車線に

はみ出すことなく安全確認できる 

停止線（交差点手前）では建物

などがあり安全確認できない 



【判断例３の図解】 

 

交差点直近でも安全確認ができないためカーブミラーの必要性が高い場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【判断例４の図解】 

 

交差点直近で車線にはみ出すことなく安全確認ができるが、交差する道路は交通量が多く、

速度も速い。かつ交差点直近から見通せる距離も足らずカーブミラーの必要性が高い場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接近する他車を未発見のまま発進し、右左

折の終わる前に衝突するおそれ 

 

建物が敷地いっぱいに建っている

場合など、交差点手前まで前進して

も安全確認ができない 

カーブミラーで視界を補助 

 

停止線（交差点手前）では建物な

どがあり安全確認できない 

 

時速50 ㎞/h 55．6ｍ以下の見通し距離 

交差点直近まで前進することで車線に

はみ出すことなく安全確認できるが… 

カーブミラーで遠方の視界を補助 

交通量が多く通過車両の平均速度が速い 



【判断例５の図解】 

 

交差する道路がカーブ等の場合も、あくまで見通しの良し悪しによって判断する。 

Ａ車両…右側の道路がカーブしているが、建物などはなく見通しがよいので必要性なし 

Ｂ車両…右側の道路がカーブしているうえ、建物があり見通しが悪いので必要性が高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

建物がありＢ車両の右

後方は確認できない 

Ａ 

カーブではあるが、Ａ車両の右後方

の確認はできる 

カーブミラーでＢ車両の右後方の視界を確保 

Ａ車両のためのカーブ

ミラーは不要 



単路におけるカーブミラー設置基準 

 

○カーブミラーの設置目的 

単路のカーブ地点における衝突事故を防止するため、カーブミラーによって進路の安全

確認を補助することを目的とする。 

 

○検討対象 

センターラインで走行車線が区分されている場所では、車線に沿って進行すれば衝突の

おそれが少ないため、センターラインのある場所は検討対象としない。 

 

○要否判断の考え方 

 

   

※図測で算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※設計速度について３０㎞/ｈ以上の規定がないのは次の理由による。 

   ◎カーブミラー越しでは３０㎞/ｈを超える場合に必要な視距を確認できないこと。 

   ◎カーブミラーが必要な場所では３０㎞/ｈを超えて走行できないこと。 

                  （参考文献：社団法人日本道路協会「道路反射鏡設置指針」） 

 

 

         ※ステッキメジャーを使用 

 

 

 

 

曲線半径から現場の設計速度を求める（表１） 

勾配なし 勾配あり 

曲線半径（ｍ） 設計速度（㎞/h） 曲線半径（ｍ） 設計速度（㎞/h） 

１３０～ ５０ １００～ ５０ 

８５～１３０ ４０ ６０～１００ ４０ 

５０～８５ ３０ ３０～６０ ３０ 

２０～５０ ２０ １５～３０ ２０ 

設計速度から必要な視距を求める（表２） 

設計速度（㎞/ｈ） 必要な視距（ｍ） 

３０ ６０ 

２０ ３６ 

見通しの悪いカーブ 曲線半径を求める 

現場で視距を測定する 
必要な視距を満たす 必要性なし 

必要な視距を満たさない 

必要性あり 

【参考】 

対向車を認めブレーキ操作をしてから停止するまでの距離 

６０㎞/ｈ・・・４４ｍ   ３０㎞/ｈ・・・１５ｍ 

５０㎞/ｈ・・・３２ｍ   ２０㎞/ｈ・・・ ９ｍ 

４０㎞/ｈ・・・２２ｍ      （乾燥路面/普通乗用車） 

必要な視距について 

◎カーブ地点で対向車が相互に相手を認め、ブレーキをか

けた際に衝突せずに停止できる距離が必要となる。 

◎対向車が衝突しない最低限の距離=下記参考の距離×２ 

◎雨天・凍結時は停止距離が伸びるため、さらに×２ 



【単路における判断例の図解】 

 

1. 曲線半径を求める（図測） 

2. 曲線半径から設計速度を求める（表１） 

3. 設計速度から必要な視距を求める（表２） 

4. 現場の視距を測定する（実測） 

5. 必要な視距を満たすか否か判断する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表２） 

 

 

曲線半径から現場の設計速度を求める 

勾配なし 勾配あり 

曲線半径（ｍ） 設計速度（㎞/h） 曲線半径（ｍ） 設計速度（㎞/h） 

１３０～ ５０ １００～ ５０ 

８５～１３０ ４０ ６０～１００ ４０ 

５０～８５ ３０ ３０～６０ ３０ 

２０～５０ ２０ １５～３０ ２０ 

設計速度から必要な視距を求める 

設計速度（㎞/ｈ） 必要な視距（ｍ） 

３０ ６０ 

２０ ３６ 

A B 

 

障害物 

視距 = AB 間の距離 

相互に対向車を確

認できる位置 


